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序．本事業実施の背景と目的 

 

１．本事業実施の背景 

 

場所文化機構（以下、本機構という。）は、平成 15 年から活動を開始している場所文化フォーラムを

母体として設立した地域活性化の活動を目的とする組織であり、平成 20 年度よりコミュニティビジネ

ス（以下、ＣＢという。）やソーシャルビジネス（以下、ＳＢという。）を創出・支援する機能を強化す

る事業を実施してきた。 

本機構が考えるＣＢ等の支援機能とは、ＣＢ創出のノウハウ等の提供だけではなく、同時に、人材の

育成機関でもあると考えている。こうした活動を継続することによって、地域全体で、ＣＢ創出・育成

の支援していく仕組みを構築することをサポートしてきている。 

継続的にＣＢ・ＳＢを創出するための地域に必要な機能として以下の３つを掲げている。 

 

図表序－１ 地域に必要な中間支援の仕組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①お金を集め・回す仕組み（市民ファンド・地域ファンドの構築） 

②人を集め・回す仕組み（屋台ストリート形成、食関連コミュニティの場の創出） 

③人材育成の仕組み（コミュニティ人材・インキュベーション・プロジェクト～ＣＩＰ） 

 

③の人材を①と②と連動させ、地域のさまざまな活動に関わり、屋台等の管理運営、ＣＢ・ＭＣＢ（マ

イクロコミュニティビジネス：主婦層やシニア層が自分の趣味や特技を生かして小さなお金を生み出す

ようなＣＢ）、農・林・水産業、地域メディア、観光などの起業等を支援しながら地域人材の育成を図

る。これは個人のＣＢ事業化力を養う実学機関であり、ＣＢの種を苗化する人材のタンクであり、同時

に、地域の共通利益のための「共（ソーシャル）」の取り組みを行う民間の新たな公共事業体（地域の

ＣＢ事業化力）の創出を目指している。 

 本官民連携型人材育成普及実証研究事業（以下、当該事業という。）においては、当該事業が希求す
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る「地域資源の発掘、再生、創造のための重要な基盤的要素である人材力の強化」に合致していること

から、前述の３つの機能の中の人材育成の仕組みであるコミュニティ人材・インキュベーション・プロ

グラム～ＣＩＰについて、地元行政機関（市役所）と連携しＣＩＰ活動を展開している群馬県高崎市、

愛媛県宇和島市での活動を対象に実証研究を進め、その成果や課題を整理する。 

 

注１：ＣＢ（ソーシャルビジネス（ＳＢ）の意味も含まれる） 

地域の課題解決や、地域資源の発掘・活用などをビジネスチャンスとして捉え、主に地域住民等が主体となって、①地

域活性化や社会貢献と②事業の自立・持続発展の双方を実現しようとするビジネス。 

※ビジネスである以上、自立的・持続的に活動していくために必要なビジネスモデルの構築、事業マネジメント・経営・

組織管理等の能力を兼ね備えていることが必要とされ、単なるボランティア活動を主とするものや、その収支構造が

専ら行政等の委託・助成に依っているものは除く。 

※主な活動領域例としては、まちづくり、地域資源活用、教育、子育て支援、介護・福祉、環境など 

注２：中間支援機関 

ＳＢ／ＣＢ事業者支援のため、協働可能な機関やメンターとのネットワークを有しており、人材、資金、起業や経営の

ノウハウ（持続可能なビジネスモデルの構築、地域におけるネットワーク構築、マーケティングなどを含めた事業マネジ

メント、組織管理等）、その他必要な情報や人脈を直接又は仲立役として間接的にＳＢ／ＣＢ事業者に提供する機関 

 

 

２．当該事業の目的 

 

（１）実際のコミュニティビジネスの創出と、その実践を通した担い手となる人材育成環境の整備 

地域の中で、地域に寄与するビジネスを生み出したいと考える住民を対象に、実際のコミュニティビ

ジネス立ち上げの現場を提供し、そこが育成の場になり、その成果として人材が地域の仕事に関わる意

味や意義を見出し、実践ノウハウを身につける。それだけなく、地域の事業者と一緒に、地域の中に実

際のコミュニティビジネスを生み出していく。 

 

（２）地域特性に合わせたＣＩＰ事業の環境整備 

本機構において重視していることは、単に本機構が構築したノウハウを移転するのではなく、地域の

特性や課題、地域の気質や実際に関わる地域の人たちの性質、地域資源等を考慮しながら、その土地そ

の土地の独自のプログラムを構築していく。当該事業においては、地域特性の全く異なる群馬県高崎、

愛媛県宇和島の２地域において、それぞれの地域特性に応じたＣＩＰ事業の作り込みやその展開につい

ても検証、課題を整理する。 

   

（３）行政側の意識の醸成 

 対象としている高崎市役所、宇和島市役所の職員に対し、本プログラムへの参画（ＣＩＰ組成、ミー

ティングや一部のプログラム）を通じて、地方公共団体に対しても「地域資源の発掘・再生・創造」す

るためのノウハウや必要な広域ネットワークを、経験や現場体験を通じて「意識改革」、「真の意味での

民間と公共との連携方法の構築」、「他地域間のネットワーク構築」を実現していく。 
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３．事業スケジュール 

 

 概ね、以下の通り実施した。 

 

図表序－２  事業スケジュール 

 

 

 

４．実施体制  

  

当該事業は、本機構の職員４名で実施した。 

 
【実施体制】 

氏名 主な役割 所属組織・役職等 

吉澤保幸 
（プロジェクトリーダー） 
 

・事業総括／進捗管理 
・宇和島地域担当 
・プログラム作成・実証研究実施 
・評価分析 
・報告書の作成 

ＬＬＣ場所文化機構副代表 

後藤健市 
（副プロジェクトリーダー） 
 
 

・高崎地域担当 
・プログラム作成・実証研究実施 
・評価分析 
・報告書の作成 

ＬＬＣ場所文化機構代表 

本木陽一 
 

・高崎地域担当 
・プログラム作成・実証研究実施 
・評価分析 
・報告書の作成 

ＬＬＣ場所文化機構社員 
 

白岩聖子 
 
 

・宇和島地域担当 
・プログラム作成・実証研究実施 
・評価分析 
・報告書の作成・校正、チェック 

ＬＬＣ場所文化機構社員 
 

６月・７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

ＣＩＰ事業の実証研究（２地域）

実証分析

報告書のとりまとめ

分析・とりまとめに向けたミーティング
（東京開催） ○ ○ ○ ○

諸条件整理・目標設定 分析
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Ⅰ．ＣＩＰの仕組みとＣＩＰが行う人材育成方法（概要） 

 

 

１．アイディアと地域内の人材を育成する仕組みとしてのＣＩＰ 

 

ＣＢやＳＢを地域の中で継続的に生み出すため必要なことの一つに、ＣＢやＳＢの種（アイディ

ア）とそれを実施する人物のマッチングがある。現状は、人物の“やる気”の高さだけが過大評価

される傾向があり、事業に対する適性を見極めていないため、せっかくのアイディアややる気のあ

る人材を無駄にしてしまっているケースが少なくない。人材の育成もＣＢ・ＳＢの起業も、その種

（アイディア）を直播していきなり肥料や水をやる方法では芽が出る確率は決して高くならない。

より確実に芽を出させるには、種をいきなり畑に蒔くのではなく、まずは苗まで育てるＳＥＥＤＢ

ＥＤ（苗床）機能が必要であり、その機能を有するＣＩＰ（Community-talent Incubation Program

／コミュニティ人材育成プログラム）が必要だと考えた。 

ここに所属する人材は、ＣＢ・ＳＢの種の苗化作業に現場でしっかりと関わりながら、事業に関

する知識やノウハウ、さらには人脈を蓄積するとともに、自分が「やりたいこと」と「やれること」

の違い（能力と適正）を見極め、自分が進んでいくべき方向を確認することができる。 

 

２．ＣＩＰの概要 

 

ＣＩＰとは地域の中でＣＢやＳＢが芽生え、苗に成長するまで責任をもって育成する場であるが、具

体的にどのようなものかというと、ＣＢやＳＢを起業したいと考えている人を雇用し、今まさに地域の

中で立ち上げようとしているＣＢ等の現場に入り、手足となって働くことを通じてノウハウや人脈等を

形成しながら自らも地域に起業する力を実践を通じて得ていくというものであり、力がつけばＣＩＰか

ら卒業し、起業していくというものである。 

 

人を雇用するための財源としては、現在のところ厚生労働省のふるさと雇用再生事業を活用し、基礎

自治体からのコミュニティビジネスを創造するための人材育成事業としてＣＩＰ運営母体が受託して

いる。これは一時的な雇用を生み出す救済策ではなく、制度が終了した後もこれを契機に、小さくとも

地域の中で継続的に雇用を生み出す仕組みを考え出す必要があるのではないかという問題を提起し認

められたものである。今回のふるさと雇用再生事業は平成 23 年度までの時限の制度であるが、この制

度が無くなった後も、ＣＩＰを運営するための財源の獲得方法や仕組みをＣＩＰ活動の中で模索してい

る。 

 

ＣＩＰの組織については、前述の通り基礎自治体から事業を受託したり、人を雇用したりするため法

人化する必要があり、現在ＣＩＰを進めている高崎市や宇和島市においては、どちらもＣＩＰの主旨に

賛同した地元の事業者等有志で有限責任事業組合（ＬＬＰ）を設立している。 

ふるさと雇用再生事業を活用しているため、雇用については失業者の方々を基本に、地域の仕事や起

業したい、新しいビジネスを起こしたいという地域の人たちを募集し、雇用していくという形態である。 
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図表Ⅰ－１ ＣＩＰのスキームイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

またＣＩＰの機能としては、人材育成機能だけではなくＣＩＰ自身の運営を自立化していくため、ま

た継続的にＣＢやＳＢを生み出すための機能を加え以下の４つを想定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ソーシャル人材育成機能 

地域内のさまざまな事業（仕事）に関わることでその仕事のノウハウを身につけ、地域の人に触れながら自分自

身の能力を向上させていく。また、それらの活動（経験）を通して自分がやりたいこと、自分がやれること（意志

と適正）を見極め、次のステップである地域内での自らの起業（CB・SB 創出）・就職へとつなげていく。 

○ＣＢ／ＳＢ・地域プロジェクトのめきき立ち上げサポート機能 

既存のビジネスの「もったいない」や「困っている」の補助、また、地域内の資源を活かした新たな CB や SB の

アイディア（個人の思い）をサポートし、具体的なトライアルを行うことで実際の起業への道を拓いていく。 

 

地域の中
で立ち上
がってい
る地域の
誇り再構

築に寄与
する、独
自性を全
国に発信
す る Ｃ

Ｂ・ＳＢ

地域のＣＩＰ母体

人員構成イメージ

◎CB/SB・

地域プロジェクトの
めきき立ち上げサポート

◎地域メディア機能

◎ソーシャル人材育成

機能

◎リーシング事業
・まちなか「もったいない」
資源のリーシング事業

正
リーダー

副
リーダー

ＣＩＰ
メンバー

ＣＩＰ
メンバー

ＣＩＰ
メンバー

ＣＩＰ
メンバー

ＣＩＰ
メンバー

ＣＩＰ
メンバー

事務局長

失業者等新規雇用

アドバイザリー
メンバー

地域経済界キーマン、若手経営者など、ソー
シャル事業に賛同する民間企業など。高崎ＪＣ、
高崎経済大学等大学教授、金融機関

厚生労働省

（ふるさと雇用再生事業枠）

都道府県

（基金）
基礎自治体

行政は雇用人件費等委託しながら、ＣＩＰ事業にも関わっていく

非常勤指南役

メンバーはいずれかのＣＢ・
ＳＢの立ち上げの現場に投入
される

○メディア機能 

地域の様々な資源発掘し、目利き、編成・コンテンツ化・発信するローカルメディアを運営する。 

東京等のまっとうなメディアとも連動し、質の高いコンテンツ発信を目指す。 

○リーシング機能 

地域内のもったいない資源（文化財、使われていない建物等）を質の高い空間（カフェ・ホテル・オーベルジュ、

コミュニティスペース等）に再生し、リーシングを行い、将来的にはＣＩＰの収益源に繋げていく。 
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３．ＣＩＰの人材育成方法 

 

（１）ＣＩＰで実施する人材育成のねらい 

○地域固有の個性の確認 

地域の独自性、他地域では代替できない個性を地域住民が再認識する。地域を誇りに思えること、

それこそが地域の持続、担い手の形成・輪廻の生命線であり、地域を元気にする原点となる。 

 

○地域と連動したソーシャルな仕事の創出 

その実現に繋がっていく仕事、自分の生き様や生き甲斐と連動した仕事、自分たちが生かされてい

る地域を大事にするための仕事、地域の個性を生かした仕事を創出する。 

 

○人材を育成する教育プログラム 

ＣＩＰは、そうした仕事を実践するための苗床機能（さまざまなビジネスシーズを苗に育てる）で

あり、仕事に必要な心構えや考え方、人脈、ノウハウ、楽しみ方、生き方を実地で体験（働くこと）

を通して学んでいく実践学習プログラムである。 

 

図表Ⅰ－２ 事業の狙い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）ＣＩＰが考えるコミュニティビジネス及びコミュニティ人材 

①コミュニティビジネスとは 

・コミュニティビジネスとは、地域の課題解決に寄与するビジネスと規定（経済産業省ＨＰより）さ

れているが、地域の課題の根幹はいかに人が幸せに暮らせるかであり、私たちの子孫が永劫この地

でいかに幸せに暮らしていけるかだと考えます。 

・そのためには、地域を担う人材の輪廻をどう創り出していくかが重要であり、地域を担いたいと思

えるだけの地域に対する誇りをいかに再構築するかが重要となります。 

CB起業
地域人材へ

地域に関わって
生きていくこと

非再現性
非代替性
個性と独自性の発信

上州・高崎の
大地に根ざした
固有の文化

地域の誇りの
再構築・発信

地域の
しごと

実際に地域に根ざした
コミュニティビジネスで

働く実践・実業カリキュラム

家計を助ける
あとすこしの

お金を生み出す
マイクロビジネス

実践

人任せでなく
自分ごと

自律と自覚

地域を大事に
していきたい

気持ち

小さくても
回るお金
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・ＣＩＰではこの地域の誇りを再構築、再認識することに寄与する事業こそ、ＣＢの根幹であると考

えます。 

・地域の誇りとは、ここだけにしかないかけがえのない個性であり、代替できない、再現性のない大

地と時間の質を見つめ直すことに、ＣＢのヒントが隠されていると考えています。 

 

②コミュニティタレントとは 

・コミュニティタレントとは地域で活躍する人材、上記ＣＢで働く人、その他地域のためになること

を生業としている人材すべてを指します。 

・今の時代だからこそ地域で必要とされるノウハウやスキルを持ち、人と人との関係をベースとした

地域のコミュニケーションを高めるあらゆる地域の仕事に従事する人材の輩出を目指します。 

  

 ※上記は、雇用するＣＩＰメンバーに初めて会う面談の際に配布する資料の一部であるため、本報告

書においても原文のまま掲載する。 

 

（３）実施内容 

 ＣＩＰの人材育成に向けたプログラムとしては以下を実施した。各地域によって環境等が異なる

ため、詳細のプログラム・スケジュールについては地域別に独自に作成し実施している。 

 

①コミュニティビジネス立ち上げ・運営ノウハウを獲得するためのプログラム（実地研修） 

○個別事業（ＣＢ）のサポート 

地域の事業者が立ち上げるＣＢ立ち上げの現場をサポートする。また必要な場面でメンバー 

間で互いのＣＢの現場の立ち上げもサポートする。 

 

○ＣＩＰ自主事業（ＣＢ）への参加 

ＣＩＰが地域活性化を目的に立ち上げる活動をサポートする。現況では、共通して観光コン 

シェルジュ事業、地域メディア事業等を立ち上げる。 

 

②意識改革・自立意識を情勢、意識を共有するためのプログラム 

○定期ＣＩＰミーティング 

  ・ＣＩＰの使命の確認 

  ・各自の起業計画の進捗報告とブラッシュアップ手法の検討 

  ・研修先事業の課題と対処方法 

 

○ＣＩＰメンバー研修先現場見学会  

・ＣＩＰメンバーの研修先に行き、担当者並びに預かり責任者から話を聞き、コミュニケーション 

を図る（コラボが生まれる可能性がある）。 

 

○講師招聘 

  ・ＣＩＰ事業に役立つ様々な知見を持つ者を講師として招聘し、講師から実体験に基づくレク 

チャーを頂く。 
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  ・講師としては、以下のような内外様々な方々を想定している。 

    地元の農業者、商業者、工業者等 

他地域のまちづくり実践者 

官僚 

ＣＢ先駆者 

産直事業者 

建築家・デザイナー 

    飲食事業者 他 

 

③広域人的ネットワークを構築するためのプログラム（集合研修） 

○地域の魅力を発信している他地域の先進事例現場への研修（東京他） 

 ・中心市街地活性化先進地 

 ・農業と都市生活者を結ぶ仕組みを持つ地域 

 ・農業観光、自然観光実践地 

 ・質の高い地域の場所づくりを行っている地域 他 

 

○場所文化機構、場所文化フォーラム関連イベントの参加（東京、各地） 

  ・とかちの・・・やにっぽんの・・・等で開催されるイベントへの参加等 

  ・場所文化機構等が企画する場所文化ツアーへの参加等 
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Ⅱ．実証研究の対象とした地域の概要 

 

当該事業においては、本機構がＣＩＰ事業を企画立案し、組織組成、事業の立ち上げ、運営のサ

ポートをしている群馬県高崎及び愛媛県宇和島の２地域を実証研究の対象とした。 

 

１．対象地域と地域側の実施団体 

 

 本機構メンバーも組織の一員として入りながら以下の組織体を組成し、ＣＩＰ事業を実施。 

 ＣＩＰ（コミュニティ人材・インキュベーション・プログラム）実施団体 連携している官（地方公共団体） 

高崎 ＬＬＰ高崎ＣＩＰ 
・Ｈ２１年設立、H21 年８月より活動開始。平成 22 年度は２年目の
段階にある。９名雇用し、地域の商業者や農業者等が行う様々な
ＣＢの立ち上げをサポートしながら学んでいる。 
・ＣＩＰの主旨に賛同し、これまでのＪＣ等を通じて地域活性化に寄
与する活動をしてきたメンバー３名が本組織の組合員となり、指
導、運営を行っている。 

高崎市商業課 

 

宇和島 ＬＬＰ宇和島場所文化創造機構 
・Ｈ22 年２月設立。H22 年４月活動開始。５名雇用し、木屋旅館再
生事業や古民家再生等の立ち上げをサポートしながら学んでい
る。 
・ＣＩＰの主旨に賛同し、商工会議所等を通じて、地域活性化に寄
与する活動をしてきたメンバー４名が本組織の組合員となり、指
導、運営を行っている。 

宇和島市商工観光課 

※ＬＬＰ：Limited Liability Partnership(有限責任事業組合)の略で、事業を目的とし、組合契約を基礎に形成され

る企業組織体 

 

 

２．対象となる地域の特性 

 

当該事業の対象地域として選出した２地域の環境条件は以下の通りである。 

これらの自治体は、商店街の衰退や商店街等の後継者不足、外から人を呼ぶ観光振興がうまく機能し

ていないという共有の課題をもつ。一方で、地理や人口規模の特性は大きく異なる。こうした異なる地

域で、今後他地域にこの仕組みを移転する際に実証研究をすることは大きな意義があると考える。 
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高崎市 

  

位置図 基本特性 

 

広大な関東平野の北端に位置する、群馬

県を代表する都市。 

平成 18 年に倉渕村、群馬町、新町が、

平成 21 年には吉井町が高崎市に合併。 

○面積：459.41 平方キロメートル 

○人口：375,197 人（H23.2 末） 

（男 152,653 人、助成 190,414 人）   

○交通アクセス 

東京から約 90 ㎞圏、新幹線で東京－高

崎間約１時間、上越新幹線、長野新幹線

等６つの鉄道路線が交わる高崎市は県

内一のターミナル駅、関東自動車道、北

関東自動車道などの高速交通網も整備

され、「交流拠点都市」としての機能が

高まっている。 

 

主産業の現況と課題 

○商業 

古くは集客力の高い商業都市としてさかえ発展してきたが、近年は商業者の経営者不足、ロードサ

イド上への専門店・大型ＳＣの進出により商店街の活力が失われている。 

○工業 

東京と日本海を結ぶ拠点としての利点を生かし高い工業集積を誇ってきたが、近年、長期低迷を背

景とした企業の経営合理化等に伴い、工業を取り巻く環境は厳しい状況にある。 

○農業 

農業従事者の高齢化や後継者不足などに伴う遊休農地の増加や価格の安い輸入農産物等の競争に

より、情勢は年々厳しくなっている。 

○観光 

 高崎市においてはこれまで観光という側面は力を注いでこなかったが、平成 18 年度以降の合併を

契機に市の地域資源が増えたことをきっかけに、また市内ホテルに 1500 人／日のビジネスマンが宿

泊するという潜在需要を観光につなげるべく、現在観光振興に尽力している。 

 

 

地域の気質や歴史等（http://www.jplocal.com から抜粋） 

○歴史上の特徴 

城下町として、陸上・河川交通や商業も発達し、江戸時代には「お江戸見たけりゃ高崎田町」と言

われるほど栄えた。 

○気質・土地柄 
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 熱しやすく冷めやすい上州人特有の気質。昔から「上州名物、かかあ天下と空っ風」という言葉が

ある通り、女性はよく働きしっかりとした意志を持つ優しい気質。 

○イベント・祭り 

 高崎映画祭、高崎まつり、高崎音楽祭、高崎マーチングフェスティバル、えびす講市、光のページ

ェント等、行政主体ではなく、市民や事業者が主体となったイベントが数多くある。 

○特産品 

 高崎だるま、梅、うどん等 

 

近年生み出されている地域活性化の動き（本機構がサポートしており、ＣＩＰ事業とも関係が深い事例）
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宇和島市 

 

位置図 基本条件 

 

 

宇和島市は愛媛県西南部に位置し、西は宇和海に面し、入り江と

半島が複雑に交錯した典型的なリアス式海岸に面している。南伊

予の中心都市。 

平成 17 年に吉田町、三間町、津島町が宇和島市と対等合併 

○面積：469.47 平方キロメートル 

○人口：86,243 人（H23.3.1） 

（男性：40,267 人、女性：45,976 人） 

○交通アクセス 

県庁所在地の松山市から約 95 ㎞、車及び電車で約１時間 30 分。

ＪＲ予讃線とＪＲ予土線があり、松山方面と高知方面に結ばれて

おり、２路線の結節点である。また、四国横断自動車道（宇和島

北 IC～西予宇和 IC／平成 23 年供用目標）や宇和島道路の整備に

より広域的な交流拠点としての発展が期待されている。 

 

主産業の現況と課題 

○農業 

温暖な気候と傾斜地が多い地形、内陸部の盆地という地形を利用し、果樹栽培、稲作等の農業は基

幹産業として発展。 

○水産業 

西部一帯に広がる恵み豊かな宇和海を生かし、水産業の街として発展。約 50 の漁港を有し魚鮮漁業、

鯛・ハマチ等の養殖業、真珠や真珠母貝の養殖が盛んに行われているが、現在の出荷額や販売額等は

ピーク時と比較すると半減している。 

○商業 

古くから商業中心地として発展し、宇和島地区中心部には７商店街をはじめ、12 にのぼる商店街が

形成されている。しかし、高速道路等の整備により松山市等に消費が流出している他、郊外の国道沿

い等への大型店やロードサイド店への消費流出が著しい。商店街の閉店やシャッター化が目立つ状況

にある。 

○工業 

縫製、食品加工、真珠加工、木製品製造などの伝統的な地場産業と、自動車製造等の誘致企業によ

って構成されている。社会経済が低迷している中、事業所の撤退や縮小が進み、事業所数、従業者数、

出荷額等いずれも減少傾向にある。 

 

地域の気質や歴史等（http://www.jplocal.com から抜粋） 

○歴史上の特徴 

宇和島城を中心とした城下町として発展。現在も伊達家ゆかりの文化財等が数多く残っている。 

○地域の特徴 

 城山を中心に、南には宇和海に面したリアス式海岸が広がっており、日振島・沖の島などの美しい
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海岸環境をもつ。一般的に宇和島は海のイメージが大きいものの実は城ヶ城山等緑環境も豊富である。

○気質・土地柄 

 人あたりが柔らかく、総じておっとりしている。 

○祭り、イベント 

 宇和島牛鬼まつり、パールフェスティバル、この他に、夏には勇壮な和霊大祭、秋には地域独自で

秋祭り等を行っている。 

○特産品 

 みかん、タイ、ハマチ、真珠、じゃこ天、かまぼこ等 

 

近年創出されている地域活性化の動き（本機構がサポートしており、ＣＩＰ事業とも関係が深い事例）
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Ⅲ．地域実証研究活動～高崎地域の 
ＣＩＰ事業の内容と平成 22 年度の活動 

 

１．高崎地域におけるＣＩＰ事業の内容 

 

（１）地域の課題とその解決に向けたターゲット 

 高崎市においても地域振興上多くの課題をもっているが、高崎ＣＩＰにおいては、コミュニティビジ

ネスの創出やその人材育成を通じて、「高崎市の街として中心性の低下」という課題に絞り込んだ。 

 高崎市の中心市街地は都市計画が進んでおり、ハード面は人口 37 万人都市として十分に整備されて

いるが、その一方で昼夜間問わず街中に人がおらず、空き店舗も目立っている。 

 高崎ＣＩＰを構成し指導側のスタッフである組合員は現在四十代であるが、彼らが十代の頃とは賑わ

いが全く変わってしまったと言う。しかし、高崎祭やマーチングフェスティバルなどのイベントの際は

数十万人規模で街中に人が押し寄せる。  

こうした点から、人がいないわけではなく街中に来る必然性が無いから人が来ないということ、合併

で人口が増えても、郊外の人たちは高崎市の中心市街地を自分たちの場所とは思っていないということ

を認識し、高崎ＣＩＰにおいては以下のように地域課題とその解決に向けたターゲットを設定した。 

 

 

わたしたちが考えるとても重要な高崎の課題とは

●高崎という地域を担う人材の育成、担いたいと思う地域への誇りの再構築
●市民一人一人が楽しく、豊かに、責任と覚悟を持って暮らしていく意識の醸成

地域の課題解決に向けてたターゲット

●高崎の顔、玄関口である「まちなか」の活性化（＝地域の誇りの再構築）

まちなかの活力低下の要因は高崎全体にとっての「まちなか」になっていないこと

郊外に住む市民や農村にとっての大事な場所、プライドを放つ場
所、思い入れのある場所になっていれば、人がそこに来る、そこ
に関わる必然性をもち、「まちなか」としての必然性、中心性が
再構築できる
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（２）事業コンセプトとミッション 

①事業コンセプト 

 高崎ＣＩＰの事業コンセプトは「郊外とまちなかを紡ぐＣＢを担う人材育成」とした。このコンセ

プトに絞った理由は、地域の根本的な課題の解決に寄与し得るという可能性があり、また、このＣＩＰ

の機能自体が起業家輩出装置として自立的にまわっていくビジネス性を持ち得る分野であると考えた

からである。 

 

 

②事業ミッション 

  高崎ＣＩＰ全体を通じたミッションは以下の通りである。 

 ※上記は、雇用するＣＩＰメンバーに初めて会う面談の際に配布する資料の一部であるため、本報告

書においても原文のまま掲載する。 

 

郊外とまちなかを紡ぎ直し、人の思いを交錯する

まず第一歩として、地域の誇りの再構築に資する、

郊外とまちなかを紡ぐＣＢを担う人材育成
（ＣＢ現場実践業務）を事業コンセプトとして実施する

まちなかに郊外・農村にとってのプライドとなる場を作る

そこに地域課題解決に寄与するＣＢ創出の可能性が見いだせる

それは効率性や合理性とは対極を成す、時間の質を楽しむＣＢ

使命１ 上州・高崎のかけがえのない大地の誇りを再認識・再構築
「農」を楽しみ感謝する心を養います。生活者目線で、ＣＩＰ全員が農を体験します。

使命２ 高崎のまち活性化の様々な取り組みやイベントへの主体的な参画・支援
ＣＢ起業に不可欠な人脈形成、信頼の獲得に大きく寄与します。

使命３ プログラム実施メンバーによる自己将来計画の策定
自分の起業の目標と地域の幸せを同期化していきます。

使命４ 楽しいことをする
楽しいことを情熱を持ってやっていきます。楽しいことをするための労力は惜しみません。

使命５ 上州・高崎の個性・独自性、非代替性、非再現性を発信
上州にしかないこと、高崎でしかできないことを大事にします。それによって必然性を創り出します。
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（３）事業の基本構造 

 ①高崎ＣＩＰ外部連携協力先は、ＪＣや商工会議所、高崎ＣＩＰ組合員のネットワークを通じて、農

業における新しい取り組み（街中と郊外を結ぶ新たな直販ビジネスや商品開発、物流システム等）

に着手していたり、中心市街地の事業者で街中と郊外を結ぶ場所づくり（屋台通り等）をしていた

りする事業者を募集し、連携先を決定。 

②ハローワークを通じて失業者・非正規雇用者を募集。起業の意志があり、より具体的な起業イメー

ジがある者の中で、現在、連携協力先が生み出そうとしているＣＢ内容と合致している者を、書類

及び面談により選出（以下、この者をＣＩＰメンバーという）。 

 ③雇用されたＣＩＰメンバーは、基本的に高崎ＣＩＰ連携協力先にて実習（下記ウ）しつつ、高崎Ｃ

ＩＰが行うＣＢ育成実践事業にも携わり、ＣＢ起業に関する触発機会も多いに利用して人脈や意識、

ノウハウ、感性を磨いていく。 

 ④これらの活動を通じてコミュニティビジネスを起業、もしくはＣＩＰメンバー自身も起業する準備

をしていく。 

 ⑤人材育成の評価を自主評価ではなく、行政等も含めて公開することで客観性を持たせ、地域に拓か

れた閉じない仕組みづくりを目指している。 

 

図表Ⅱ－１ 事業構造イメージ 

 

 

 

高崎ＣＩＰ担当

ア 観光コンシェルジュ事業・街中蔵の再生事業等のＣＢ育成実践事業（高崎ＣＩＰ担当）
イ コミュニティビジネス起業に関する触発機会（高崎ＣＩＰ担当）
ウ 外部実地コミュニティビジネス研修（外部の連携CB・地域事業実践先に依頼）

失業者・非正規雇用者でコミュニティビジネス起業志向者・地域人材志向者

ア観光コンシェルジュ事業・
街中蔵再生事業等の
ＣＢ育成実践事業

高崎ＣＩＰ連携協力受け入れ先
市内郊外農村部
農業法人、農家
まちなかＣＢなど

ウ外部実地CB研修

イＣＢ起業に関する触発機会
地域人材に必要な

意識・センス、人脈など

学びと接触の機会

１年間雇用契約×３ヶ年度

コミュニティビジネス起業、地域人材（コミュニティタレント）として自律・自立

高崎CIPで培った人脈、意識、ノウハウ、感性
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（４）参考：有限責任事業組合高崎ＣＩＰの設立について 

本事業を実施する「ＬＬＰ（有限責任事業組合（注））高崎ＣＩＰ」は、本事業を実施するために平

成 21 年５月に設立した。 

コミュニティビジネスの創業を目指す方を支援する「中間支援機関」に求められるものは、コミュニ

ティビジネス中間支援機関を開設・運営するという意欲が最も重要であるが、地域に根ざし、地域社会、

地域企業や地域団体との協調が不可欠であり、「有限責任事業組合高崎ＣＩＰ」は、①既にコミュニテ

ィビジネス事業者等とのネットワークを構築していること。②ＬＬＰの支援者として高崎商工会議所・

商工会の会員が参加しており、地域社会、地域企業や地域団体の信頼度を高める効果が十分期待できる

こと。③既に各地域で中間支援機関として実績を上げている組織が構成員であること。④他に類似する

組織や団体が存在しないこと、などの理由からＬＬＰ高崎ＣＩＰは市より選出され事業を受託している。 

 

〔組織概要（組織契約書（定款）より）〕 

 ○名称 有限責任事業組合高崎ＣＩＰ  

 

○事業内容 

  １．コミュニティビジネス等起業準備・支援事業 

  ２．地域人材育成にかかる各種事業 

  ３．コミュニティビジネス・地域人材等実地研修事業 

  ４．地場産業（商業、農業、観光、工業、流通サービス等）活性化支援事業 

  ５．地域情報収集・編集・発信事業 

  ６．地域活性化事業 

   ７．前各号に附帯関連する一切の業務 

 

○存続期間 

平成２１年５月２９日から平成２６年５月２９日 

 

○出資金 

  ３万円 

 

○組合員 

  ３名（地元の事業者２名及び本機構メンバー１名） 

 

注：有限責任事業組合（ＬＬＰ）とは 

 ＬＬＰ（リミテッド・ライアビリティ・パートナーシップ＝有限・責任・組合） 

 有限責任事業組合契約に関する法律（2005 年 8 月 1日施行）で制度化 

 有限責任 出資者が出資額の範囲で責任を負う 

 内部自治原則 収支額に関わらず利益の配分や権限などを自由にきめる 

 構成員課税 ＬＬＰは非課税。利益配分は出資者に直接課税 
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２．平成 22 年度の高崎ＣＩＰ活動報告 

 

（１）高崎ＣＩＰメンバーの概要 

 平成 22 年度本事業に参画したのは以下の９名である。年齢も目的も幅広いメンバーで構成されてい

る。 

 

図表Ⅱ－２ 平成 22 年度高崎ＣＩＰメンバー 

属性（性別、年齢
（採用当時））

平成22年度
外部実習先

将来目標／どのようなＣＢを立ち上げたいか（採用当初）

1 Ａ　女性　32歳 高崎田町屋台通り
運営サポート

・自身が農薬の影響で体調を崩したことがあり、それをきっかけに、食に対する意
識が変わった。
・中心市街地で、安全な食材を提供するカフェ＆街場の中でも子ども達が育ち、関
われるような託児施設的なものを手がけたい。

2 Ｂ　女性　33歳 倉渕自然農法を学
びながら自主農場
立ち上げ・販売

・倉渕村に移住し、有機農法を学びながら、街場の方々に安全な食の提供、高崎
の食文化の伝達、街と郊外をつなぐ事業を展開予定。

3 Ｃ　男性　40歳 （株）山富士産業の
ＣＢ立ち上げ（環境
及び農業関連）

・休耕地の再利用、ヒマワリ等を活用したバイオディーゼル燃料の製造試行、街中
での利用促進事業の展開。

4 Ｄ　男性　32歳 耕しの民のＣＢ立ち
上げ（都市と農村を
つなぐ事業及び自
社農地立ち上げ／
自立に向けて）

・街の消費者に対し、農業生産者の思いや食文化を伝達し、また、街の消費者の
声を、生産者に伝達するような事業を模索中。

5 Ｅ　女性　28歳 富久樹園のＣＢ立ち
上げ（都市の農村を
つなぐ事業）
自主農地立ち上げ
及び起業準備

・食を通じたＣＢを立ち上げたいと模索中。
・バングラディシュでボランティア活動をしてきたこともあり、途上国の人達が、日本
にきて、農業や安全な食を育てたりする受け皿になるような事業も考えていきたい
とのこと。
・介護施設に勤務していた経験を生かし、高齢者が農業に関わることによって、元
気になっていくことに直面し、そうした事業も具体化にしていきたいとのこと。

6 Ｆ　女性　19歳 すもの食堂立ち上
げ・運営

・高齢者介護に興味があり、そういった高齢者を元気にするような事業を行いた
い。

7 Ｇ　男性　26歳 高崎田町屋台通り
運営サポート

・中心市街地のにぎわいをとりもどす事業を起こしていきたい。
・まずは、農村と都市をつなぐ場をつくりたいと思っている。

8 Ｈ　男性　29歳 すもの食堂立ち上
げ・運営

・街と郊外をつなぐ、街中を元気にする事業を起業したい。

9 Ｉ　女性　22歳 屋台通り個別店舗
立ち上げ

・食育事業、食を通じたＣＢを立ち上げたいと模索中。
・自身としては、安全安心な食を提供する飲食業の展開を視野に入れている。
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（２）平成 22 年度実施プログラム 

①地域で立ち上げているＣＢと連携した現場実践事業（メンバーの担当を決めて関わった事業） 

以下は、各メンバーが通年に渡り、各外部連携協力先の計画に基づき実習を受けるものである。 

  

ア）消費者直販果樹栽培ＣＢ・観光農園ＣＢ 

＜富久樹園：高崎市里見町＞ 

ログハウスカフェ等店舗販売ビジネス、クリスマスローズビジネス、観光拠点形成事業などの 

開発生産・企画運営等現場実践 

 

イ）こだわり有機野菜消費者直販ＣＢ 

＜竹渕進氏：高崎市倉渕町＞ 

群馬が誇る日本有数の農産地であり有機栽培のメッカである倉渕にて、有機栽培手法による農 

産品等のまちなかでの販売等の現場実践 

 

ウ）上州一円の旬野菜デリバリーＣＢ 

＜耕の民：高崎市箕郷町他＞ 

・群馬名産地の旬の野菜のデリバリー＆まちなか販売・飲食事業の企画運営・販売等の現場実践 

・高齢化による農家の人材不足等を解消する地域課題を解決する事業の立ち上げ 

 

エ）まちなかでの屋台通り立ち上げＣＢ 

＜ＬＬＰ高崎食文化屋台通り：高崎市田町＞ 

・地産地消飲食ＣＢ等の起業育成事業である屋台通りの企画運営・管理等現場実践 

・おもてなしを重視した屋台事業の立ち上げ、現場実践 

  

オ）エコ農ＣＢを学ぶ 

＜山富士産業：高崎市我峰町＞ 

ひまわり搾油（バイオ燃料）開発栽培生産供給とまちなかと連動した新エネルギー循環システム、

ビオトープ再生事業、連作障害防止事業、棚田再生事業の現場実践 

 

カ）すもの食堂立ち上げＣＢ 

＜ホウトク：高崎市田町＞ 

・群馬にある美味しい農作物を街中で発信する場所づくり実践 

・野菜直売所、地産地消カフェ、総菜販売等の事業を通じて、郊外と街、人と野菜、人と人をつな

ぐコミュニティビジネスの立ち上げ、現場実践 
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②平成 22 年度高崎ＣＩＰ自主事業（メンバー全員が関わった事業） 

  以下については高崎ＣＩＰが企画し、メンバーが参画し実施した事業である。 

 

ア）観光コンシェルジュ事業 

・上州高崎場所あそびの企画運営とそのトライアル 

 

イ）まちなかの蔵リノベーション事業 

・ＣＩＰの事務所も兼ねた本部のまちなか家屋（蔵）をリノベーションし、時間価値創造ビジネ

スを実践 

 

ウ）域外交流事業 

・東京丸の内の場所文化レストラン「にっぽんの・・・」にて、高崎ナイトを開催 

・小田原マルシェへの参画 

 

図表Ⅱ－３ 平成 22 年度高崎ＣＩＰプログラム 

 

 

 

 

 

 

ＣＩＰ自主実践事業ＣＢと連携した現場実践事業

資源の宝庫＝郊外

まちなかでの屋台通り
立ち上げＣＢを学ぶ
＜ＬＬＰ高崎食文化屋台通
り：田町＞

・地産地消飲食ＣＢ等の起
業育成事業である屋台通り
の企画運営・管理等現場
実践

消費者直販果樹栽培ＣＢ・観光農園ＣＢを学ぶ
＜富久樹園：里見町＞

・ログハウスカフェ等店舗販売ビジネス、クリスマスローズビジネス、観光
拠点形成事業などの開発生産・企画運営等現場実践

上州一円の旬
野菜デリバリー
ＣＢを学ぶ
＜耕の民：箕郷町＞
・群馬名産地の
旬の野菜を農家

料理のレシピと
共にデリバリー＆
まちなか販売・
飲食事業の企画
運営・販売等の

現場実践

こだわり有機野菜
消費者直販ＣＢを
学ぶ
＜竹渕進：倉渕町＞
・群馬が誇る日本
有数の農産地であり

有機栽培のメッカで
ある倉渕にて、有機
栽培手法とまちなか
での販売等の現場
実践

エコ農ＣＢを学ぶ
＜山富士産業：我峰町＞
・ひまわり搾油（バイオ燃料）開発栽培生産供給とまちなかと連動した新エネ

循環システム、ビオトープ再生事業、連作障害防止事業、棚田再生事業の
現場実践

まちなかの蔵リノベーショ
ン事業
・ＣＩＰの事務所も兼ねた本部

のまちなか家屋（蔵）をサロ
ン・ギャラリーにリノベーション
し、時間価値創造ビジネスを
実践

観光コンシェルジュ事業
・上州場所遊びツアー企画運営
トライアル

まちなか（高崎市街地）

街と郊外を結ぶ場所づくりＣＢを学ぶ
＜すもの食堂：田町＞
・直売所・地産地消カフェ企画運営・管理等現場実践

域外交流事業
・東京丸の内にて高崎ナイトを開
催
・小田原マルシェへの参画
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（３）平成 21 年度高崎ＣＩＰ活動実績 

Ａ．地域で立ち上げているＣＢと連携した現場実践事業 

 

①消費者直販果樹栽培ＣＢ・観光農園ＣＢ 

＜富久樹園：里見町＞ 担当：Ｅ（女性 28 歳） 

○サポートしているＣＢの概要 

・ログハウスカフェ等店舗販売ビジネス、クリスマスローズビジネス、観光拠点形成事業などの  

開発生産・企画運営等現場実践 

 

・果樹農園、富久樹園の新事業拡大のサポートの実施。富久樹園では顔の見える直販を行っており、

更に代表の富沢氏は地元の活性化を考え、旧榛名町に果樹農家を誘いフルーツの里づくりに向け、

イベント開催等を行っている。また現在は、地元に新観光名所を作るために、所有する天神山で

町の観光案内所と合わせた事業をサポートしている。 

・現在、個人でも梨の畑 1.5 反、桃の畑 1反を借り、農園事業を開始している。実際に、一人で全

ての作業をやってみると、一人だけの労力が正確にわかり、どういうところに人手が必要なのか

等を把握し、本格的な着手の準備をしている。 

  

高崎市榛名地域は知る人ぞ知る質の高い果樹産地である。富久樹園では新規事業としてクリスマスローズ栽培も展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○起業にむけて 

・将来的には、高崎市榛名地区において高齢化や担い手不足が進んでいる周辺の果樹栽培農家に対

し、①果樹栽培の中で人手が必要な作業の一部を請負うという事業と、②自分の農園事業として

は、農園と授産施設を組み合わせた事業を構想している。そこで地域ブランドを発信できるよう

な、榛名の財産である景観を生かした質の高い場所づくり、フルーツの加工ブランドづくり等を

目指す。 

・当面の課題は、①の事業を具体的に練っていくためには農家の方ともっと密接な関係を気づき、

正確なニーズを把握することとが重要と認識している。現在、少しずつ自分がやろうとしている

事業内容を農家の人たちに伝えているところである。また、全体として採算が取れる仕組みづく

りが課題となっている。 
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2010年3月

2010年8月

②こだわり有機野菜消費者直販ＣＢ 

＜竹渕進：倉渕町＞ 担当：Ｂ（女性 33 歳） 

・群馬が誇る日本有数の農産地であり、有機栽培のメッカである倉渕の旬の食材・野菜の販売（ま

ちなか）等の現場実践。 

・多様な命が共に生きる事のできる農園づくりを通じて、家庭や社会の繋がりを強めていく。 

 

○サポートしているＣＢの概要 

・野菜、穀物、家畜：自然栽培、自然養鶏による多様な生命をはぐくむ循環型農業をサポート（季

節の野菜、鶏卵の販売）し、郊外と都市部を繋ぐ場作りを支援。地域の伝統技術を学びながら自

分の生活に取り入れる機会・場を設け、地域と都市部を繋ぎ、都市部の方々には生きる力の発見

を、郊外に住む方々にはその地域の、伝統の良さの再発見と発信。 

・平成 22 年度は同時、自分達の畑を確保し、開墾から始まり長年耕作を放棄されていた土地を畑と

して利用できるように整備した。種を蒔くタイミングや成長のスピード、畑と野菜の相性など、

多品目栽培の難しさを実感した。そんな中でも、収穫物を野菜セットの個人宅配を開始。また、

えんがわ市などの朝市へ出品、すもの食堂を通じて東京丸の内「にっぽんの・・・」にも出荷を

行った。 

 

自主農園の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○起業に向けて 

平成 22 年度の経験を踏まえて、自分達が作った野菜を生鮮野菜として販売するだけではなく、命

を無駄にしない、保存する、付加価値をつけるという視点から加工品販売の必要性を強く感じるよう

になっている。同じ頃、新規就農で倉渕町に移住してきた女性たちの中には「余剰の野菜たちを無駄

にしたくないから、加工品へ利用したい」という思いを持っている人が少なくないということを知っ

た。 

こうしたことから地域の農家同士の材料や技術による連携のもと、加工所を立ち上げ、安心できる

野菜を使った加工品を倉渕からまちなかへの提供を目指す。 
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③上州一円の旬野菜デリバリーＣＢ 

＜耕の民：箕郷町＞ 担当：Ｄ（男性 32 歳） 

・群馬名産地の旬の野菜を農家料理のレシピと共にデリバリー＆まちなか販売・飲食事業の企画運

営・販売等の現場実践。 

－箕郷を中心とした自らの農場と、上州一円のこだわり農家との連携による新たな出口戦略～まち

ばにおける消費者への直接販売小売り・サービスとの連携等 

 

○サポートしているＣＢの概要 

平成 22 年度は、特に高齢化による農家の人材不足等を解消する地域課題を解決する事業の立ち上

げをサポートした。耕の民においては収穫部隊を別事業化し、収穫からデリバリーの専門集団チーム

を構築することで、地域の農家で人員不足を補う事業を開始した。通常、農家において人員が不足し

ている場合は、農家未経験なアルバイト等を手当てせざるを得ない。このＣＢにおいては指導する時

間や手間を省き、スピーディに美しく収穫でき、さらにデリバリーまで請け負うことで、人員が不足

している農家の課題を解決することを目指している。 

 

ほうれん草の収穫風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○起業に向けて 

・収穫事業部隊をベースに自身が起業できるかを、引き続き試行していく。 

 

  

④まちなかでの屋台通り立ち上げＣＢ 

＜ＬＬＰ高崎食文化屋台通り：田町＞ 担当：Ａ（女性 32 歳）、Ｇ（男性 26 歳） 

・平成 21 年 12 月にオープンした地産地消飲食ＣＢ等の起業育成事業である高崎田町屋台通り 

「恋文横丁」（以下、屋台通りと言う。）の企画運営・管理等現場実践。 

 

○サポートしているＣＢ 

担当：Ａ（女性 32 歳） 

・屋台通りの事務・運営サポート 



 

- 24 - 

・屋台通りの管理・イベントサポート 

 

担当：Ｇ（男性 26 歳） 

・屋台通り事務局店舗にて、実際の店舗（飲食業）を経営・運営サポート 

 

○起業に向けて 

・屋台通りは、平成 21 年 12 月 11 日に正式にオープンした。課題として、まずは 20 店舗の出店

をさらに進めることが急務であったが、平成 23 年２月末現在全店舗出店が実現した。 

・当面は、自身が起業するというよりも、まずは屋台の事務・運営をサポートし、運営に関わる

仕組みづくり及びその活動を行う。広報等の発信事業も担当しながら、また今後は、屋台通り

において本来の街の賑わいの再生、街と郊外を結ぶというコンセプトを実現するためにイベン

トの実施も重要な活動となる。ＣＩＰも同様のコンセプトを持つため、両者で連携したイベン

トの実施等も行っていく。 

 

⑤エコ農ＣＢ 

＜㈱山富士産業アグリ事業部：我峰町＞ 担当：Ｃ（男性 40 歳） 

・ひまわり搾油（バイオ燃料）開発栽培生産供給と、まちなかと連動した新エネルギー循環シス

テム、ビオトープ再生事業、連作障害防止事業、棚田再生事業の現場実践。 

・実施の背景として、環境問題が全世界的にクローズアップされている現在、ゼロエミッション

である植物由来のエネルギーの重要性が増してきている。しかし生産コストが高く、石油など

の化石燃料に代替できていないという現実がある。一方、日本の農業従事者は高齢化し、耕作

放棄地が増大しているという問題がある。 

・それを解決する一つとして、ヒマワリ等の搾油作物の栽培、バイオディーゼル燃料としての利

用を目指す。 

 

収穫したナタネを乾燥               休耕地を耕作 
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○サポートしているＣＢ－ヒマワリプロジェクト 

・休耕農地の利用：中山間地を中心に増大している耕作放棄地を借り受け、ヒマワリ等を栽培す

る。 

・搾油処理：栽培したヒマワリ種子から搾油を行い、食用油として販売する。この際、廃油回収

を前提としたデポジット制を採用し、回収率を高める。 

     （例）販売価格 1000 円、廃油回収時に 300 円のバック  

・バイオディーゼル燃料精製処理：回収した廃油からバイオ燃料を精製する。必要なプラントは

高額な費用が発生するため、当面は外部委託を行う。 

・バイオディーゼル燃料の販売：ＣＯ２削減を推進するために軽油並み価格での販売を行う。  

 

○起業に向けて 

・平成 21 年度はプレテストとしてヒマワリの試験栽培を行った。（１反歩） 

・現在休耕地を３町歩確保し、次年度に備えている。 

・課題としては、野鳥による食害が著しいこと 

     →時期を見極め、刈り取りを早める（８月中旬）必要がある。 

・人力での収穫となるため、労働集約性に乏しいこと 

→通年で人が関わる仕組みをつくる。観光ツアー等と結びつけられないかを模索。 

・ヒマワリだけではなく農地の有効利用を考え、また、事業収益を安定させるために裏作を行う 

→ナタネ、米等を想定。すもの食堂やえんがわ市事業とも連携し、小さいながらも出口をつ

くり、循環する仕組みをつくる。 

 

⑥田町から柳川町一帯の賑わい再生プロジェクト 

＜あかね屋：田町＞ 担当：Ｉ（女性 22 歳） 

・まちなかに来たくなる仕組みをつくり、田町から柳川町一帯の賑わいを取り戻すことを目的に、

最初の一事業として屋台通りに個店を立ち上げ、経営・運営実践 

 

○サポートしているＣＢ 

・屋台通り店舗「あかね屋」の立ち上げ、運営サポート 

 

○起業に向けて 

・実際に様々なことができる実証実験の場として「あかね屋」を活用していく。上州・群馬・高崎

の食文化を発信していける場の形成を目指す。 

・あかね屋オーナーとともに、他の場所での賑わいを創出する拠点づくりを構想中。 

 

⑦すもの食堂立ち上げＣＢ 

＜ホウトク：高崎市田町＞主担当：Ｈ（男性 29 歳）、Ｆ（女性 19 歳） 

・群馬にある美味しい農作物を街中で発信する場所づくり実践 

・野菜直売所、地産地消カフェ、総菜販売等の事業を通じて、郊外と街、人と野菜、人と人をつな

ぐコミュニティビジネスの立ち上げ、現場実践 



 

- 26 - 

 

 

○サポートしているＣＢ 

・野菜直売所、地産地消カフェ、総菜販売等の実践 

 

○起業に向けて 

・すもの食堂を軌道に乗せ、ＣＩＰで充当している人件費等がなくても運営できるよう収益を上げ

ていく。 

 

Ｂ．高崎ＣＩＰ自主事業の活動実績 

平成 22 年度は「観光コンシェルジュ事業」、「まちなか蔵リノベーション事業」を実施した。 

 

①観光コンシェルジュ事業 

上州高崎場所あそび（質の高い時間を過ごすことを目的とした観光ツアー）の企画運営とその試行 

 

【概要】 

・上州高崎場所遊びはお客様に上州に来て頂き、その土地の持つ特性を楽しんでいただくプログラム 

・お客様の住む都市、上州の双方が地域の豊かさを共有しあい、都市と上州の新しい仕組みを構築 

・四季折々の旬をツーリズムとして提供できるプログラムの構築とニーズに合わせたツアーを組み立て 

・上州以外の人に楽しんでもらい反応をみることで、地域が誇るべきものを再認識する。 

 

【トライアル①日程と訪問者】 

日 程 2010 年７月 18 日～19 日 

訪問者 ４名（経済産業省 若手職員３名、構想日本メンバー） 

 

【トライアル②日程と訪問者】 

日 程 2010 年８月 23 日～24 日 

訪問者 ４名（Ａ（場所文化機構代表 場所文化プロデューサー）、Ｂ（場所文化厨房「にっぽんの･･･」

「とかちの･･･」大店長）、Ｃ（総務省地域力創造グループ地域自立応援課 職員）、Ｄ（宮

大工・棟梁）） 

 

【トライアル③日程と訪問者】 

日 程 2010 年 11 月６日～７日 

訪問者 ７名（経済産業省若手職員、メディア関係者、構想日本メンバー） 

 

【これらを通じてＣＩＰメンバーが養ってほしい視点】 

○地域資源の発掘方法を学ぶ 

○人に心から楽しんでもらえる質の高い時間を提供するためのプログラムを企画し、実際にツアーを

実施する。 

○ビジネスとして成立するかを検証する。 
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【上州高崎場所遊び実施報告※第二弾の報告を抜粋】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 28 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 29 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 30 - 

 

 



 

- 31 - 

 



 

- 32 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 33 - 

 

 



 

- 34 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 35 - 

 

②まちなかの蔵リノベーション事業 

・ＣＩＰの事務所も兼ねた本部のまちなか家屋（蔵）をサロン・ギャラリーにリノベーションし、

時間価値創造ビジネスの実践を試行している。 

・本年度は第一弾として、店舗部分を手作りで改装、整備し、すもの食堂事業を開始した。 

・すもの食堂において、コンセプトづくりは高崎ＣＩＰ、事業計画事業運営は民間事業者であるホ

ウトク（こんにゃく製造をベースに、市民農園経営など新しい農業によるＣＢを模索している）、

ハード面の設計・施工は若手建築家、デザイナーが担当し、実際の建築・リニューアルは高崎Ｃ

ＩＰメンバー等で実施。 

 

【概要／コンセプト等】 
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【蔵のリノベーション、手作りのすもの食堂建築活動】 

・再生させるための資金は、行政から得るのではなく、街の有志で資金を集め実施した。 

・平成 22 年５月から平成 22 年 11 月の６ヶ月をかけ、ＣＩＰメンバーも主体となり少しずつ解体し、

改装した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【これらを通じてＣＩＰメンバーに養ってほしい視点】 

・郊外と街をつなぐ場所をＣＩＰメンバーが自らつくる。作れるという成功体験 

・街の事業者や若手建築家やデザイナー等、優れた才能を持つブレーンとのネットワーク・人脈形成 

・個別の目的や目標に日々邁進するＣＩＰメンバーにおいて、全員が共通して取り組むプロジェクト

が少ないことからこの機会を通じてチームワークの形成も狙いとした。 
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③域外交流事業 

ア．東京丸の内の場所文化レストラン「にっぽんの・・・」にて、群馬ナイトを開催 

 

【開催概要】 

日 時  2010 年 11 月 30 日 火曜日 午後７時よりラストまで 

場 所  「にっぽんの・・・」東京都千代田区丸の内 3-1-1 国際ビル地下 1階（KUNIGIWA） 

ＵＲＬ http://blog.nipponno.com/ 

ＴＥＬ 03 3211 3333 

 

● 趣 旨 

日本各地域の志民が集う場所文化厨房にっぽんの… にて、人情王国・食材王国群馬の人と食を東京

で楽しむ収穫祭を開催する。群馬各地域をつなぐ、食と人との交差点、高崎田町屋台通りから、群馬の

楽しい各地域の個性を食に乗せて紹介する。 

 

● 主 催 

高崎田町屋台通り、高崎旦那衆の会、高崎ＣＩＰ他 

 

● 内 容 

群馬各地域、北毛、吾妻、西毛、中毛、東毛というそれぞれの地域から個性的な食材を持ち寄る。群

馬が誇る志民文化、上毛かるた大会を開催。群馬自慢のおもてなし部隊「上毛かるたガールズ JKG44」

が対戦相手となる。優勝者は高崎田町屋台通りの地域通貨 1000 dallier（ダルマー）を進呈する。 

この秋のテーマは群馬の豚。参加者には各地域の個性溢れる豚肉を堪能してもらう。 

その他、上野村おてんまの会による饗宴、中之条 tumuji、峠の釜めしおぎのや、高崎田町屋台通り、

すもの食堂など、個性的な場所、場所からのメッセージ発信やおみやげなどを用意する。 

 

● 実 績 

定員 40 名ところ 60 名以上の全国の地域振興に関わるキーマンや東京在住の群馬県人を中心に集客

を得た。 

 

上毛カルタ大会風景             当日の大盛況ぶり              
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渾身の群馬料理（上野村猪豚ローストポーク、吉井の蒟蒻と上野村椎茸煮物、上州豚すき丼、焼まんじゅうアイス） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

群馬ナイトの様子が上毛新聞を通じて地元に発信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【これらを通じてＣＩＰメンバーに養ってほしい視点】 

○地域資源の発信・伝達方法を学ぶ。 

○人に心から楽しんでもらえる質の高い時間を提供するためのプログラムを企画し、実際にイベント

を実施する。 

○高崎以外のまちづくりキーマンとのネットワークを得る。 
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イ．マルシェ・ジャポン・キャラバンＩＮ小田原・箱根 

● 主 旨 

 高崎市様よりコミュニティビジネスインキュベーションプロジェクトを受託している高崎ＣＩＰで

は、湘南新宿ラインで結ばれている小田原－高崎をキーワードに、下記のイベントを通じて小田原の地

で高崎市（食、観光、まちづくり動向等）のをＰＲする。 

 同時に第３回ローカルサミットｉｎ小田原・箱根（22 日〜24 日）を開催。全国からまちづくり関係

の方々、自治体職員、官僚の方々が結集。24 日の最終日には、ローカルサミットのまとめセッションを

小田原地下街で実施するため、小田原市民の方々以外の全国のキーマンの方々にも高崎をＰＲする。 

 

● イベント概要 

名 称：マルシェ・ジャポン・キャラバンＩＮ小田原・箱根 

日 時：２０１０年１０月２３日（土）・２４（日）の２日間  

場 所：小田原地下街 

主 催：共同主催 

「小田原まちづくり会社設立委員会」・「小田原箱根マルシェ実行委

員会」 

来場者想定：6000 人 

 

● 高崎ＣＩＰ出店内容 

○高崎の農産物・果物の販売 

○おきりこみ、味噌田楽、果物のスウィーツ等の加工 

○高崎のパンフレット、屋台、すもの食堂等、高崎ＣＩＰの活動の新聞記事等の配布 

 

● 実 績 

・２日間に渡り出店し、約 12 万円の売上を得た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【これらを通じてＣＩＰメンバーに養ってほしい・感じてほしい視点】 

・他地域での地域の売り込み方法・コミュニケーション能力 

・他地域の人たちが覚悟をもって進めている事業へ、よそ者として参画する姿勢・信頼関係構築 

・売上げを上げる楽しさ 
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Ⅳ．地域実証研究活動～宇和島地域の 

ＣＩＰ事業の内容と平成 22 年度の活動 
 

１．宇和島地域におけるＣＩＰ事業の内容 

 

（１）地域の課題とその解決に向けたターゲット 

 地域を元気にするには、地域の誇りを表現する場所が必要といわれている。宇和島においては司馬遼

太郎や多くの文化人が愛し、輝かしい文化的足跡を残した地域の誇りともいえる木屋旅館がその代表的

な場所の一つといえる。そしてまた、そこが宇和島の中心商店街の一角に位置することから、宇和島地

区全体の活性化の契機とするため、官民一体による地域既存資源を活用した地域活性化モデルの具体化

を検討してきた。 

 そうした状況の中で、この木屋旅館を宇和島滞在及び集散の拠点とし、市内中心部に点在する史跡や

市が所有している高野長英隠れ家、周辺地区の歴史的な施設・景観（遊子水荷浦の段畑等）との連携を

図り、訪れる人たちが宇和島の方々との交流を図りつつ十分に回遊し、数日間足を休め、宇和島の歴史

と食も含む文化を堪能し、真珠等の手作りの特産品に触れ、お土産等として購入し、そしてまた再訪し

ていただく、そうした仕組みづくりのサポートの一端を「宇和島におけるＣＩＰプログラム（以下、Ｕ

ＣＩＰと言う。）」として実施することとする。 

 

（２）事業コンセプトとミッション 

①事業コンセプト 

  宇和島場所文化の再興～「いのちの街 宇和島」の復興 

  

 ②ミッション 

 『中心市街地を拠点にした宇和島全域の活性化！安心で住みやすい街、そして若者が地元を誇り、様々

な人が集う街づくり！』を目指す。 

 

 ○商店街活性化・旅館再生 

  ○地場産業の活性化 

  ○東京との継続的なつながり・各地からの誘客 
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図表Ⅳ－１ 目指すミッション全体図 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）事業の基本構造 

①ＵＣＩＰにおいては、木屋旅館の再生（オーベルジュや観光の基点へリニューアル）及び地場産業

活性化に必要な機能を担う人材を雇用し、実践の中で能力を磨いていく。能力を磨く際、必要に応

じて修業先として外部連携協力先を募りそこでの実習も行うが、軸足はＵＣＩＰが企画・立案した

プログラムを実践し、木屋旅館再生及び商店街活性化に関するＣＢの担い手として寄与していく人

材を育成する。 

②ハローワークを通じて失業者・非正規雇用者を募集。起業の意志があり、より具体的な起業イメー

ジがある者の中で、設定した地場産業に必要な機能を担う人材を書類及び面談により選出。 

③雇用されたＣＩＰメンバーは、必要であればＵＣＩＰ外部連携協力先にて実習（下記ウ）しつつ、

基本的にＵＣＩＰが行うＣＢ育成実践事業に携わる。また、ＵＣＩＰによる東京とのネットワーク

事業をベースにＣＢ起業に関する触発機会も多いに利用し、人脈や意識、ノウハウ、感性を磨いて

いく。 

④これらの活動を通じて木屋旅館再生やその他の地域再生事業を軌道に乗せていきながら、ゆくゆく

は事業そのものの担い手にもなっていく。また本人の意志によってはＣＩＰメンバー自身も起業す

る準備をし、ＣＢの起業を目指す。 
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図表Ⅳ－２ 事業構造イメージ 

 

 

（４）参考：有限責任事業組合宇和島場所文化創造機構（ＵＣＩＰの運営母体）の設立について 

 有限責任事業組合設立の形態等は高崎ＣＩＰと同様のため、ここではＵＣＩＰの組織構造図を示す。 

  

図表Ⅳ－３ 組織構造図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＵＣＩＰ担当

ア 観光コンシェルジュ事業・えびす市場（空店舗活用）事業のＣＢ育成実践事業（ＵＣＩＰ担当）
イ コミュニティビジネス起業に関する触発機会（ＵＣＩＰ担当）
ウ 外部実地コミュニティビジネス研修（外部の連携CB・地域事業実践先に依頼）

失業者・非正規雇用者でコミュニティビジネス起業志向者・地域人材志向者

ア観光コンシェルジュ事業・
えびす市場（空店舗活用）

事業の
ＣＢ育成実践事業

ＵＣＩＰ連携協力受け入れ先
酒蔵、菓子店等

ウ外部実地CB研修

イＣＢ起業に関する触発機会
地域人材に必要な

意識・センス、人脈など

学びと接触の機会

１年間雇用契約×３ヶ年度（ＵＣＩＰは実質約２年間）

コミュニティビジネス起業、地域人材（コミュニティタレント）として自律・自立

UCIPで培った人脈、意識、ノウハウ、感性

有限責任事業組合宇和島場所文化創造機構（２０１０．０２設立)

東京（場所文化
機構）

メンバー

松山
D

（元地元
銀行マン）

地元経営者
A（飲食）
B（資材）
C（建設）

宇和島市役所
商工観光課

宇和島
商工会議所

宇和島商店街
連盟

連携

従業員（５名）・・・ふるさと雇用再生特別交付金の活用（約２年間雇用）

E
調理師

F
観光ツーリズ

ム企画

G
パティシエ

H
酒造り

I
パン
職人

雇用
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２．平成 22 年度のＵＣＩＰ活動報告 

 

（１）ＵＣＩＰメンバーの概要 

 平成 22 年度本事業に参画しているのは以下の５名である。年齢も目的も幅広いメンバーで構成され

ているが、高崎ＣＩＰとの違いは専門技術を持つ者を多く雇用している点である。 

 

図表Ⅳ－４ 平成 22 年度ＵＣＩＰメンバー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）平成 22 年度実施プログラム 

 ＵＣＩＰの実質の事業スタートが平成 22 年６月以降であるため、外部協力連携先とのＣＢ支援は準

備期間が多かったことから本報告書の中では記述せず、ＵＣＩＰ独自の自主事業のプログラムのみを示

す。 

 

①商店街活性化・木屋旅館再生事業 

  ア）ＵＣＩＰ活動母体であるＬＬＰ宇和島場所文化機構による商店街での事務所開設 

・セミナー等を開催する場所等を開設し、木屋旅館再生向けた戦略立案事務局を設置 

 

イ）空き店舗を活用したえびす市場展開 

・愛媛にある美味しい農作物等を街中で発信する場所づくり実践 

   ・空き店舗を活用したＣＢの苗床機能の開設 

 

②地場産業の活性化事業 

  ア）観光ツーリズム企画 

   ・宇和島の歴史・文化資産、自然環境・場所、食文化、農作物、海産物等の地域資源の情報 

収集 

 ・古民家再生事業着手 

 

 

  

属性（性別、年代）
平成22年度
実習内容

将来目標／どのようなＣＢを立ち上げたいか（採用当初）

1 Ａ　男性　30代 観光ツーリズム企
画

・宇和島独自の歴史・文化、景観・場所、農産物を生かした観光
ツーリズム事業を起業

2 Ｂ　女性　20代
（パティシエ）

地域資源を活用し
たスィーツやパン
等の商品開発

・地域資源を活用した飲食事業を展開

3 Ｃ　女性　30代
（パン職人）

地域資源を活用し
たスィーツやパン
等の商品開発

・地域資源を活用した飲食事業を展開

4 Ｄ　男性　20代 地域独自の酒づく
りを学ぶ

・地域資源を活用した事業を展開

5 Ｅ　男性　40代
（調理師）

地域資源を活用し
た食文化を学ぶ

・地域資源を活用した飲食事業を展開
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イ）地域資源を生かした商品開発事業 

・農産物等の資源で総菜、スウィーツ、パン等の商品を開発、ゆくゆくはえびす市場で販売 

していくことなどを目的に実施。 

 

③東京との継続的なつながり・各地からの誘客事業 

－「日本・世界からわざわざ宇和島へ」ネットワークづくり 

・東京銀座ファームエイドへの参加（春、秋）サポート 

・丸の内にレストラン「にっぽんの・・・」における宇和島ナイトの開催サポート 

・マルシェ・ジャポンｉｎ宇和島開催サポート 

・域外来訪者への宇和島ツーリズム開催 

 

 

図表Ⅳ－５ ＵＣＩＰの中期的事業内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旧木屋旅館

当該ＬＬＰ事務所 約１２坪
宇和島市恵美須町１－４－２４ ２Ｆ

（１）起業人材の商店街側の受け入れ態勢の整備とイン
ターンシップの実施

クッキングスタジオ予定地 ２０坪程度
ミニ産直・料理教室・映像放映等

（３）都市部への販路拡大を目
的としたマーケティングセミ
ナーの開催
（５）商店街内事務所を活用し
た起業・創業相談会の実施

（２）宇和島の特性である第一次産業を活かし、柑橘や魚
介類を活かした新商品の開発、真珠のブランド化
（４）商店街並びに個店各々の魅力を「魅せる・伝える力」
を養成するための地域メディア講座の実施と実践

動画
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図表Ⅳ－６ ＵＣＩＰにおける平成 22 年度事業内容イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）平成 22 年度ＵＣＩＰ活動実績 

①商店街活性化・木屋旅館再生事業 

ア）空き店舗を活用したえびす市場開設 

○概要 

・愛媛にある美味しい農作物を街中で発信する場所づくり実践 

・野菜直売所、キッチンスタジオによる郷土料理教室、総菜やパン、スウィーツ販売を目指し、 

郊外と街、人と野菜、人と人をつなぐコミュニティビジネスの立ち上げ、現場実践 

 

○育成しようとしているＣＢ・ＣＢ苗床機能の内容 

・野菜直売所の試行。地元資源を活用した総菜、パン、スウィーツの商品開発はえびす市場を 

活用して実施。キッチンスタジオ活用等は次年度本格稼働に向けて準備中。 

 

○事業化にむけて 

・平成 23 年４月以降えびす市場及びキッチンスタジオという場所が本格稼働するため、これ

らを拠点に様々な地域発信事業を実施していく。 

  

 

 

 

 

■ミニ産直市（若手農家・漁業者の直売）
■料理教室・お菓子教室・食育講座（OL/子供）
■地元の人（おばちゃんなど）が集う、家庭料理の実践の場
⇒出口：産直市の常設・スイーツ店の開店・飲食店の開店等

■動画（ユーチューブ・ユーストリーム）⇒ストリートビュー
■CATVと連携

１．俺ん家（オレンチ）ジュース（１２種類の柑橘を旬の時期に生産農家の顔が見える
形で、この時期は、俺ん家のジュース！と動画で分かる形で生ジュースを出す）

２．チョコっと冷糖（洋菓子：柑橘とはちみつ、チョコレートを使ったアイス、冷んやりし
たチョコレート）
３．タイ饅勝負！（和菓子：鯛の形をした饅頭で、中身は、２種類の柑橘とはちみつ、
クリームをブレンド・・・頭と尾部分で２種類の味が楽しめる）

（例）
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図表Ⅳ－７ 商店街マルシェ＆クッキングスタジオ 事業 運営・資金調達構造図（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

イ）木屋旅館再生へのサポート 

○概要 

・宇和島市が主体的に取り組んでいる木屋旅館の保存・再生事業に関するサポート 

 

○育成しようとしているＣＢ・ＣＢ苗床機能の内容 

・旅館は３部屋のこだわりの宿として、歴史ある城下町の風情を肌で感じられる観光拠点施設を

目指す。旅館は市中心部に立地しており、商店街の活性化にも役立てていく。 

 

○事業化にむけて 

・旅籠の雰囲気をいまに残し、作家の司馬遼太郎等著名人が宿泊したことで知られる旅館の味わ

い深さ、雰囲気は残しながら、老朽化した建物を修繕し、少部屋のこだわり旅館として平成 23

年秋の再オープンに向けて準備を進めている。 

 

 

 

 

マルシェ・クッキン
グスタジオ・カフェ

運営
・産直市（採れたて）・・・20％程度
・カフェ・・・お洒落でちょっとしたカフェ
空間（スープ・パン・サラダ・スイーツ等）
・弁当・・・・市役所、会議所等へ

・クッキングスタジオ（当初半年は無料）

商店街マルシェ＆クッキングスタジオ 事業 運営・資金調達構造図（案）

ＬＬＰ
宇和島
場所文
化創造
機構

（仮）
合同会社
マルシェ
なんよ

商店街・
商店街有志

地元企業

出資・社員

出資・社員

商品券（ガイヤ）一口２０万円

一口２０万円程度

農家個人

農家連合

一口５万円程度

ＵＣＩＰメンバー
出資・社員

代表者は、商店街関係
者、および運営は、
UCIP,農家等と連携

商品券
（ガイヤ）

ＵＣＩＰ申請⇔人材育成
・ふるさと再生雇用特別交付金
・5名の新規雇用
（調理師・パティシエ・酒づくり・観光）

商品券
（ガイヤ）

商店街活性化
・常設マルシェ（若手農家

グループと連携）
・クッキングスタジオ

・起業・開業セミナー等

商品券
（ガイヤ）

会員

地元金融機関等

金利・
返済

融資

マルシェ等運営のための新たな会社を設立予定

活動の連携

一口２０万円

漁業者個人

（例）認定漁業士

一口５万円程度

出資・社員

商品券
（ガイヤ）
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商店街の今後のあり方と木屋旅館の有効活用について模型製作で立体的に提案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②地場産業の活性化事業 

  ア）観光ツーリズム企画及びツアートライアルの実施 

   ・宇和島の歴史・文化資産、自然環境・場所、食文化、農作物、海産物等の地域資源の情報 

収集 

・実際にツアーを組立・外部からきたお客様に対して実施 

   ・古民家再生事業への着手 

 

○概要 

・お客様に宇和島に来て頂き、その土地の持つ特性を楽しんでいただくプログラム企画 

・お客様の住む都市と宇和島の双方が地域の豊かさを共有しあい、都市と宇和島の新しい仕組み

を構築 

・四季折々の旬をツーリズムとして提供できるプログラムの構築と、ニーズに合わせたツアーの

組み立て 

・宇和島以外の人に楽しんでもらい、反応をみることで地域が誇るべきものを再認識 

 

○育成しようとしているＣＢ・ＣＢ苗床機能の内容 

・質の高い時間を過ごすことを目的とした観光ツアーや体験プログラムの企画から実施までも行

う事業を立ち上げていく。 

 

○事業化にむけて 

・現状においては、地域資源や情報を蓄積し、それらを持っている地域の方々とのネットワーク

を構築しているところである。 

・試行を重ねつつ、木屋旅館再生と連動し、来訪者にツアーや体験プログラムを提供していく。 



 

- 48 - 

 

【現在ＵＣＩＰで蓄積している宇和島の自然や産業を活かした体験プログラムの一例】 
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農業体験

田植え体験

•時間： 2時間

•期間： 5月

稲刈り体験

•時間： 4時間

•期間： 9月

野菜収獲＆加工体験

•時間 4時間

•期間 年中

きのこ狩り

•時間： 5時間

•期間： 9月～10月

畜産体験

酪農体験＆加工体験

•時間： 5時間

•期間： 年中

養鶏体験＆加工体験

•時間： 3時間

•期間： 年中

林業体験

炭焼き体験

•時間： 3時間

•期間： 年中
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漁業体験

渓流釣り体験

•時間： 4時間

•期間： 3月～9月

海釣り体験

•時間： 4時間

•期間： 年中

白魚漁体験

•時間 2時間

•期間 1月中旬～2月中旬

あおさ・あおのり漁体験

•時間： 2時間

•期間： 1月中旬～4月中旬

うなぎ地獄漁体験

•時間： 3時間

•期間： 6月～9月

すくいちりめん漁体験

•時間： 5時間

•期間： 春

伊達アジ漁見学

•時間 4時間

•期間 年中

魚養殖体験

•時間： 4時間

•期間： 年中

潮干狩り

• 時間： 3時間

• 期間： 4月～6月

真珠養殖体験ツアー

• 時間： 1時間～1時間半

• 期間： 年中

• 場所： 宇和島市三浦西 土居真珠
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食物作り体験

郷土料理体験

•時間： 3時間

•期間： 年中

味噌作り体験

•時間： 4時間

•期間： 1月・2月

ソーセージ＆燻製作り体験

•時間 4時間

•期間 年中

手打ちうどん体験

•時間： 2時間

•期間： 年中

かまぼこ体験

•時間： 1時間半

•期間： 年中

かんてん作り体験

•時間： 1時間半

•期間： 年中

藻塩作り体験

•時間 3時間

•期間 年中

干物作り体験

•時間： 1時間半

•期間： 年中
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工芸体験

正月飾り体験

•時間： 2時間

•期間： 12月

凧作り体験

•時間： 1時間半

•期間： 年中

巣箱作り体験

•時間 2時間

•期間 年中

かご作り体験

•時間： 2時間

•期間： 年中

わらじ作り体験

•時間： 1時間半

•期間： 年中

竹玩具作り体験

•時間： 1時間

•期間： 年中

草玩具作り体験

•時間 1時間

•期間 年中

苔玉作り体験

•時間： 1時間半

•期間： 年中

愛みかん染め体験

• 時間： 2時間

• 期間： 年中

• 場所： 宇和島市東三浦船隠 和楽路工房内

陶芸体験

• 時間： 2時間～

• 期間： 年中

• 場所： 鬼北町大字吉波・吉野
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文化体験

縄文生活体験

•時間： 4時間

•期間： 年中

海底ハウス体験

•時間： 3時間

•期間： 年中

海賊船体験

•時間 3時間

•期間 年中

ミニ牛鬼作り体験

•時間： 3時間

•期間： 年中

遍路道体験

• 時間： 4時間

• 期間： 年中

• 場所： 愛南町

伝師と刻む弘法大師体験

• 時間： 不明

• 期間： 年中

• 場所： 宇和島市光満甲55-17
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【ツアートライアル①日程と訪問者】 

日 程 2010 年８月４日～５日 

訪問者 ４名（場所文化機構メンバー） 

ナビゲータ 平井（ＵＣＩＰ観光ツーリズム企画担当）、宮成（ＵＣＩＰ事務局長） 
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【トライアル②日程と訪問者】 

日 程 平成 22 年年 12 月６日～７日 

訪問者 ３名（総務省職員、場所文化機構メンバー） 

ナビゲータ 平井（ＵＣＩＰ観光ツーリズム企画担当）、宮成（ＵＣＩＰ事務局長）、吉澤 

 

スケジュール 

６日 

11 時頃   ＵＣＩＰ平井が松山空港出迎え 

その後、内子、大洲、卯之町等を視察／南予場所文化ツアー想定先を案内。 

16 時頃宇和島着 

16 時～18 時、ＵＣＩＰの取組み等のミーティング 

18 時ホテルチェックイン 

18 時半～懇親会 

 

７日 

8 時頃        やまこうどんで朝食 

8 時半～10 時 宇和島ＣＩＰ活動先等の朝市（えびす市場）、木屋旅館視察、等 

10 時 ～13 時 きさいや広場、段畑、土居真珠等視察、古民家再生事業視察 

14 時半     宇和島出発 

16 時過ぎ       松山着、適宜解散 

 

八日市護国の古い町並み（内子町） 
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ポコペン横丁（大洲市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おおず赤煉瓦館（大洲市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

えびす市場（宇和島市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 57 - 

【スペインからの来訪団受け入れ】 

日 程 2011 年 11 月 9 日～10 日 

訪問者 ・モリナセカ町長     アルフォンソ・アリアス・バルボア氏 

     ・モリナセカ国民党議長  アルフレッド・アルバレス・ペレス氏 

     ・レオン県商工会議所代表 マリア・サンブラノス・ビジャ氏 

ナビゲータ  平井（ＵＣＩＰ観光ツーリズム企画担当）、宮成（ＵＣＩＰ事務局長） 

 

 

 

 

 

 

スペインと言えばフラメンコ。 

地元のフラメンコで出迎え。 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宇和島の文化「牛鬼」を地元の牛鬼保存会メンバーとともに一緒に担ぎ写真撮影。 

 

「真珠、食、自然、人柄、闘牛」等、宇和島の魅力に深く感銘していただき、来年、20 名程度で観光

としてくる可能性を示唆された。外国人観光客にも十分観光地としての魅力があることを確認できた。

英語でのボランティアガイド育成が必要である認識を持った。 

 

 

商工会議所役員、市役所関係者と会食。 

宇和島たい飯等郷土料理を箸で堪能。 

築 130 年の農家民宿（古民家再生）で宿

泊。五右衛門風呂も体験。 

この民宿を非常に気に入っていただく。 

スペインと言えば闘牛。宇和島も年

間 5 回の定例闘牛場所を開催。闘牛

場を訪問の上、地元横綱の背中に乗

ったりして興奮。牛対牛の闘牛、ま

た宇和島闘牛独特の、負けた方が給

金が多いという思いやりのシステム

に深く感銘を受けていた。スペイン

の、人が牛を殺してしまうシステム

の違いを自ら説明されていた。 

早朝より魚市場見学。セリなど、日

本独特の文化に触れる。 

国の重要文化的景観「遊子の段畑」

を視察。「耕して天に至る」地域の人

の息遣いが感じられる景観にため息

を漏らしていた。 
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イ）地域資源を生かした商品開発事業 

・きさいや広場加工室にて農産物等の資源を生かしスウィーツ、パン等の商品開発を実施した。 

 

試作 米粉パン 

食パン・・・バター・砂糖・塩・生クリーム・米粉・生イースト 

菓子パン・・・上記の材料に卵が入る。 

         こし餡・白あん・イチゴジャム・五色まめを 

中に入れて包み焼く。 

 

 

 

 

試作 米粉パン 

菓子パン・・・米粉・生イースト・砂糖・塩・卵・マーガリン 

食パン・・・米粉・生イースト・砂糖・塩・バター・生クリーム 

クルミ食パン 

コクリームパン、帽子パン、ジャムパン 

イチゴメロンパン、生クリームパン、 

チョコクリーム入り帽子パンの 6 種類 

 

 

 

 

 

 

 

試作 米粉パン 

コッペパン・・・米粉・生イースト・砂糖・塩・マーガリン 

フランスパン・・・米粉・生イースト・塩・水 

食パン・・・米粉・生イースト・砂糖・塩・バター・生クリーム 

菓子パン・・・米粉・生イースト・砂糖・塩・卵・マーガリン 

 

      

 

 

 

 
 

クルミ食パン     チーズフランスパン    バケット      クルミフランス 
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試作 地元みかん米粉パン 

フランスパン・・・塩・水・米粉・生イースト 

みかん食パン・・・米粉・生イースト・砂糖・塩・バター・生クリーム、 

地元１００％みかんジュース 

菓子パン・・・米粉・生イースト・砂糖・塩・卵・マーガリン 

             

 

 

 

 

 

みかん食パン 

 

試作 米粉パン 

コッペパン・・・米粉・生イースト・砂糖・塩・マーガリン 

ラスク・・・前日の食パンをスライスして、バターと砂糖で味付けして水分をとばす。 

かりかりのお菓子になる。 

 

 

      

     

      

 

試作 米粉パン 

菓子パン生地・・・米粉・生イースト・砂糖・塩・卵・マーガリン 

 

     餡もちロール               チョコブレッド生地に生クリームと 

                         バナナをはさみました 
          
                             

 

 

 

 

試作 地元イチゴの米粉パン 
    デニッシュ生地・・・米粉・砂糖・塩・生イースト・マーガリン・油脂 

              デニッシュチョコ・地元みかん・りんご・地元農家無農薬イチゴ 

生地に弾力があるため、デニッシュ生地を麺棒でのばすのが大変。 

油脂の層がなかなか入らず、いい生地にはならなかったが、 

味には変わりなかった。 
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③東京との継続的なつながり・各地からの誘客事業 

ア）東京丸の内にっぽんの・・・における宇和島ナイトの開催 

● 概 要 

宇和島出身であるが東京在住の若者達が主軸となって宇和島若手会の発足と、東京の愛媛・宇和

島ファンが集う。 

● 日 時  ７月 14 日（水）18 時半から受付、19 時開始 

  ● 場 所  にっぽんの… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ）マルシェ・ジャポン CARAVAN in 宇和島開催サポート 

● 日 時 平成 22 年６月 12 日から 13 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ）ファームエイド銀座出展サポート 

● 概 要 

宇和島から牛鬼、真珠、じゃこ天、みかん、宇和島たい飯等が参加。宇和島の柑橘を活かしたカ

クテルを銀座社交業飲料組合様が開発。試飲会が開かれた。 

● 日 時 平成 22 年 ４月 29 日から 30 日、平成 22 年 11 月 23 日から 24 日 
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④地域住民に向けた地域活性化触発事業 

フジマキジャパン代表・藤巻氏より「宇和島商店街の活性化と宇和島ブランドの確立に向けて」を

テーマとした講演会を開催。 

 

日 時 平成 23 年２月 12 日 
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Ⅴ．本年度の活動を踏まえた成果と課題の分析 

 

 

１．成果や課題等の評価や分析手法、とりまとめにむけて 

  

（１）実証研究・分析およびとりまとめに向けた検討 

実証研究・分析については場所文化機構職員が実施するが、活動実態をより明確にし、本事業の効

果を高めていくために実際に人材育成事業に関わる地域スタッフとのミーティングより出た意見を

踏まえて実施した。 

 

【分析・とりまとめに向けたミーティング】 

   ●分析・とりまとめに向けたミーティング①（平成 22 年７月 16 日開催／東京） 

     議題①：各地域の実証研究に向けた諸条件の整理、目標設定 他 

     議題②：実証研究の活動報告①、分析・評価手法の検討 他 

 

   ●分析・とりまとめに向けたミーティング②（平成 23 年１月 15 日開催／東京） 

     議 題：実証研究の活動報告②、とりまとめ骨格案の検討 

 

   ●分析・とりまとめに向けたミーティング③（平成 23 年３月４日開催／東京） 

     議 題：報告書案について 

 

（２）成果や課題等の評価指標や分析手法 

①評価指標（ポイント） 

 当該事業において対象とした人材育成プログラムについて、高崎における実施期間は１年半、宇和島

については１年満たないという期間の中で、どの次元で評価していくかという点は困難を極めた。しか

し本機構が実施している人材育成は机上で評価することではなく、将来に繋がり、地域に寄与する現場

やうごめきを継続的に生み出す中で人材が育っていくというプログラムである。また、全てにおいて試

行的な要素が強く、「まずはトライしてみる」ということを重視している。 

これらを踏まえて、今年度は下記の通り３点を設定した。 

  

評価指標１ コミュニティビジネスの芽、コミュニティビジネスの種を育成する苗床機能の創出 

  コミュニティビジネスが継続的に生まれてくる苗床機能を如何に創出できたか。 

（種から芽にする活動や苗床機能の創出活動自体も人材育成プログラムとなっている） 

 

 評価指標２ 各メンバーが目指す目的や目標の達成状況 

  ＣＩＰメンバーが当初目指してきた目的や目標に対する達成度 
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 評価指標３ 本プログラム実施に関与してきた自治体の意識や行動の変化 

 事業の委託者という立場でかかわり、人材育成の現場をつぶさに見守りながら「意識改革」、「独自

の民間と公共との連携方法の構築」、「他地域間のネットワーク構築」に関する変化をみる。 

 

②分析手法 

当該事業で対象とした人材育成プログラムの分析手法として、対象数が少なくアンケート等による定

量的な分析は困難であるため以下の通り設定した。次年度以降、分析手法についても継続的に検討して

いく。 

 

評価指標１ コミュニティビジネスの芽、コミュニティビジネスの種を育成する苗床機能の創出 

  コミュニティビジネスが継続的に生まれてくる苗床機能を如何に創出できたか。 

 →分析・整理方法：実際に創出された実績を整理する。 

 

 

 評価指標２ 各メンバーが目指す目的や目標の達成状況 

       ＣＩＰメンバーが当初目指してきた目的や目標に対しての達成度 

  →分析・整理方法：本機構メンバーや組合員の視点で、ＣＩＰメンバーが当初設定した目標に対 

し、進捗状況をその理由とともに段階別に評価する。 

 

評価指標３ 本プログラム実施に関与してきた自治体の意識や行動の変化 

       事業の委託者という立場でかかわり、人材育成の現場をつぶさに見守りながら「意識改 

革」、「独自の民間と公共との連携方法の構築」、「他地域間のネットワーク構築」に関す

る変化をみる。 

   →分析・整理方法：「意識改革」、「独自の民間と公共との連携方法の構築」、「他地域間のネット 

ワーク構築」という３点の変化を、本機構メンバーの立場で定性的に分析する。 
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２．今年度の活動を踏まえた成果分析 

 

（１）ＣＩＰによる成果と課題 

①コミュニティビジネスの芽、コミュニティビジネスの種を育成する苗床機能の創出 

  高崎及び宇和島の活動を通じて、外部協力連携先やＣＩＰメンバーから創出された具体的なコミュ

ニティビジネスの芽、それらを育てる苗床機能を整理する。こうした機能が一つではなく、いくつも

継続的にでてくることがコミュニティビジネスを生み出し、その担い手を育成することに繋がると考

えられる。 

  

【すもの食堂／高崎ＣＩＰ】 

平成 22 年 11 月に正式にオープンし、集客（買い物客ベース） 

70～100 人／日、売上高７～10 万円／日の場所になっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【えびす市場／ＵＣＩＰ】 
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②各ＣＩＰメンバーが目指す目的や目標に対する達成状況（平成 21 年度末比較） 

高崎ＣＩＰメンバーにおいては平成 21 年度までの進捗に対し、個々に取り組んでいる事業目標に対

して平成 22 年度末時点での達成状況を段階別に評価を実施した。平成 23 年度は現在１期メンバーの事

業最終年度であるため、これらをベースに起業等の方向性を確認し、不足している能力等を確認しなが

ら実習を進める。なお、ＵＣＩＰについては平成 22 年度より開始事業であるため評価はせず、個別評

価は次年度への課題とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高崎田町屋台通り（CB苗床機能）Ａ

さん
21年度末の状況

５

・21年12月に開設し、当初は７店舗の入居からスタート

・22年度に入り最終的に、20店舗ある屋台通り事業は全店入

居が決まり、売上げを順調に伸ばし、平成22年内には月5000

人を超える来場を達成した。

22年度末の状況

４

Ｂ

さん

自然農法の農場立ち上げ・野菜販売

21年度末の状況

３

・21年度中は移住や農場確保に向けて準備段階

・22年度は、実際に自然農法による農場を確保し、野菜の栽

培等を開始。様々な確認ができた。今後は加工品づくりと販

売にも力を注ぐ予定である。

22年度末の状況

２

環境循環CBＣ

さん
21年度末の状況

・21年度は休耕地を確保し、ヒマワリを植え搾油を試行した。

・22年度は、農業法人を立ち上げ、さらに休耕地を確保し、ヒ

マワリ等を栽培したが、連作障害により、十分な量の搾油にま

で至らなかった。

22年度末の状況 ３

２

都市と農村の課題を解決する農業関連CB（野菜栽培）Ｄ

さん
21年度末の状況

・21年度は起業意向はあるが具体的内容を模索中だった。

・22年度末時点においては、事業化内容のめどが立ち、起業

にむけて準備を開始した。

22年度末の状況

１

０

２

都市と農村の課題を解決する農業関連CB（果樹栽培）Ｅ

さん
21年度末の状況

・21年度は起業構想をそれを明確化した。

・22年度末時点においては、広がりはあるものののまずは事

業化したい方向性を定め、起業にむけて準備を開始した。

22年度末の状況 ２

１

えんがわ市等の野菜直販事業（すものプロジェクトに移行）Ｆ

さん
21年度末の状況

・21年度は、地域資源の農を街中で発信する事業を模索して

きた。

・22年度に入りすもの食堂事業として結実し、店舗造作、店舗

開設（事業化）に至り、運営にも参画。

22年度末の状況 ４

１

高崎屋台通りにて地域を発信する飲食事業Ｇ

さん
21年度末の状況

・21年度から22年度夏まで事務局店舗にて実習。

・22年７月に自ら企画し、運営する店舗を開店（この時点で、

実質ＣＩＰからは卒業）

22年度末の状況 ４

１

すものプロジェクトH

さん
22年度初頭の状況（22年度入社）

・もともとカフェ事業を自らも展開する意向をもち、その修業の

場としてＣＩＰに入社

・22年度入社意向、店舗造作からデリバリー、店舗開店後も

店舗運営等に参画。

22年度末の状況 ４

高崎屋台通りにて地域を発信する飲食事業I

さん

・平成21年12月屋台通りオープン当初から地域資源を街中で

発信することを目的に、個店の立ち上げ企画、開設意向も運

営をサポート

・屋台通りの人気店として成長をサポートしている。

・次の段階として、ＣＩＰ卒業後自身がどのような方向性を持つ

かを模索している。

22年度末の状況

４21年度末の状況

５

５ 成果が出た段階

経営や運営を経験した段階

起業・事業化した段階

具体的に起業準備している段階

起業への意志がある段階

起業する内容が決まった段階

ＣＢ・ＳＢの進捗評価指標

４

３

２

１
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③本プログラム実施に関与してきた自治体の意識や行動の変化 

高崎および宇和島におけるＣＩＰの取り組みを通じた自治体の意識の変化や行動の変化について、

「意識改革」、「新たな民間と公共との連携方法の構築」、「他地域間のネットワーク構築」という３点の

視点より定性的に整理する。 

 自治体職員は、本プログラムにおいてコミュニティビジネスの現場を実習するというカリキュラムを

体験したというものではないが、20 代・30 代の起業を目指す住民が、実際に地域に根ざした課題解決

に寄与する新しい事業や小さなビジネスをゼロから立ち上げようと苦心している状況を体感してもら

えることができた。また、こうした実感を伴う地域活性化の取り組みが、机上ではない今後の公共のあ

り方の参考になると考えられる。 

 

  ア）意識改革・変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ）新たな民間と公共との連携方法の構築 

 

 

 

 

 

 

 

ウ）他地域間のネットワーク構築 

 

 

 

コミュニティビジネス

に対する理解浸透 

（変化したもの） 

協働への意識と 

官民の役割分担 

（従来の意識） 

当初、地域の課題を解決するというコミュニティビジネスについて

漠然としたイメージしかもっていなかった印象を受けるが、ＣＩＰの

活動を通じて、実感としてＣＢへの理解が進んだと考えられる。 

もともと高崎市では市民主体のイベント等が数多く開催されてお

り、そこに市の立場で関わるという場面も多い。市民と一緒に行動す

るという認識はあり、このことが初めての取り組みであるＣＩＰ組成

への理解にも繋がったと推測される。

ＣＩＰという 

連携方法への評価 

これからの公共役割として、継続的に支援や補助をするのではなく、自

立のためのきっかけづくりという新たな役割の事業について試行するこ

とで、新たな民間と公共の連携方法について情報収集ができたと考えられ

る。 

民間と公共の距離間に

関する課題 

一方で、どこまで職員として踏み込んでいくのか、職員という立場で、

民間が行う地域活性化事業にどこまで携わっていくかは模索している。

 
域外との人脈形成 

ＣＩＰ事業を通じて、シンポジウム等により全くこれまで出会わなかっ

た地域活性化のキーマンとの出会いの場は創出されたと考えられる。よそ

者が自分たちの地域を評価することで、誇りを実感するという体験もこれ

まで以上に得られたと考えられる。 

他地域間のネットワー

ク形成の難しさ 

ＣＩＰメンバーにおいては、プログラム内で他地域を訪問し、体感する

ことで自分達の地域の良さを再認識する機会があるが、自治体職員の場合

は視察や研修等が経費削減のおり減少という物理的な側面もあり、他地域

を体感する機会が少なく、よりリアルなネットワーク形成が希薄。 
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Ⅵ．今後に向けて 

 

 ＣＩＰは平成 23 年度に、一つの区切りを迎える。その後も継続していくことを目標としているため、

平成 23 年度にどのような姿勢で動き、どのように実際に動いていくかは重要である。それらを検討す

る意味で今後に向けた課題を整理する。 

 

（１）人材育成プログラム上の課題 

 ①地域人材の育成について 

 高崎ＣＩＰにおいてもＵＣＩＰにおいても、採用した者の大半が結果的に 20 代、30 代の若い層の人

材であった。これらを踏まえ、特に高崎ＣＩＰにおいては外部の連携協力先に教育を任せるだけでなく、

ＣＩＰの社員として公の精神（自覚と覚悟）を備えさせる教育の必要性を痛感した。今回の活動が単な

る民間企業に入社したのではなく、自分達の活動が高崎市、宇和島市への地域貢献に寄与するというこ

とについて常に考え、活動できる人材に育てあげることが重要である。こうした点を踏まえ、高崎ＣＩ

Ｐでは平成 22 年度から週１回のミーティングや組合員による個別面談等により伝えてきているが、こ

うした意識は個人差があるため一律の教育プログラムでは困難な点が課題である。 

 

②雇用者の配置と情報共有の必要性について 

 当初、ＣＩＰ構想の際、雇用者は外部連携協力先を数ヶ月単位で定期的に交代し、様々な受け入れ先

を経験し、様々なノウハウや人脈等を得ていくという形式であった。しかし実際ＣＩＰ事業を開始して

みると、受け入れ先である外部連携協力先側の問題で、数ヶ月単位であっても研修する者が別の者に変

わってしまうと、そのつど改めて一から仕事を指導する必要があることがネックとなった。立ち上げ時

期の時間的な余裕をもっていない事業であることが多いためこれは効率的ではなく、現実的に難しいと

いうことがわかった。このため高崎ＣＩＰにおいては平成 22 年度は基本的に担当を決め、サポートす

る事業が軌道にのるまでは同じ者が継続するが、他の雇用者も情報を共有しノウハウを得ていくために

積極的に関わっていくという形態となった。さらに平成 22 年度の高崎ＣＩＰとしては、自主事業とし

てできるだけ多くのイベントや店舗改装等の活動について、メンバー全員で実施したことが結果的に情

報やノウハウ、意識を共有できた。 

 

（２）ＣＩＰ運営上の課題 

①自主事業の立ち上げについて 

 現在のＣＩＰ事業は厚生労働省のふるさと雇用再生交付金を活用している。交付金は平成 23 年度で

終了するため、その後、ＣＩＰ機能が地域の中で自立化できるように資金の確保、自主事業等の立ち上

げを行っていく。最終年度の平成 23 年度中に補助金に頼らない自主事業の可能性やその方法を模索し

ていく。 

  

 ②運営側のモチベーションの維持と継続 

 ＣＩＰの運営者は、主旨に賛同した地元の事業者であり、それぞれに本業を持っている。さらに、Ｃ

ＩＰ以外にも地域活性化に資する活動を担う街のキーマンである。こうした方々がＣＩＰ事業として、

本業に関係のない形で、人材を預かって、地域に寄与する人材として育成することはかなりのモチベー

ションを維持する必要がある。しかし、外部の者ではなく、こうした地域の事業者で構成されるＣＩＰ
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運営側が公の精神を持って、それを維持し継続することが、ＣＩＰの仕組みが地域に根付く際のポイン

トであることは必死であり、外部の者が担えない役割である。よりＣＩＰの仕組みを地域に根付かせて

いくにも重要であり、ＣＩＰの仕組みを他地域に移転するに当たっても重要なポイントとなる。 

 

③市民へのコミュニティビジネスの周知の難しさ 

 漸く一般にもコミュニティビジネスという手法が耳なじみのある言葉になってきたが、まだまだ多く

の市民が実際にコミュニティビジネスを立ち上げたり、参加したりというムーブメントにまで至ってい

ないのが現状である。 

 ＣＩＰの存在意義として、小さくとも継続的に様々な形で市民の方にコミュニティビジネスに関する

理解を促し、浸透させる活動を実施していく必要があるが、その方法を模索していく。 

 

④支援するコミュニティビジネスと雇用者への評価等のブラッシュアップとその後の支援 

 外部連携受け入れ先について、どの程度までそのＣＢが立ち上がったら雇用者を引き上げていくのか、

また雇用者のＣＩＰからの自立のタイミングやその後のケア（資金や人材等）も検討していく必要があ

る。 
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